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1≦L のとき 01 22 ≧≧mLm   

増減表より、 )(mf は 0m のとき最小値 2L をとる。 

 

1L のとき )1)(1(1 2  LmLmLm  

増減表より、 )(mf は 1 Lm のとき極小となる。 
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以上により、 hの最小値は 1≦L のとき 2
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※1974 年理□2 文□2 共通とほぼ同じ。 


